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ています。救出時の順番を決めるとき、大半の人が

「自分を最後にして欲しい」と自ら申し出たそうで

す。チリでは「今日はあなたのために、明日は家族

のために」との格言があるそうです。

日本では「情けは人のためならず」というところで

しょうか。成田空港南ロータリークラブでは3年前

にＣＬＰ導入した後、「思いやり」「絆」「和」と

いう3名のクラブ会長のテーマがありました。この

ことは我々ロータリアンにも通ずるのではないで

しょうか。
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例会終了後、職業奉仕委員会主催フォーラム

本日 17:30より横芝中学校にてロータリー音楽祭打

ち合わせを行います。会長幹事、担当委員、各参加

中学吹奏楽担当の先生方と協議予定です。

10月 9日 東金ロータリークラブ移動例会で九十九

里浜豊海海岸「かねせん」にて城西国際大学留学生

との交流会に、5名で参加してまいりました。数ヶ

国から来日した50名の留学生と地曳網を楽しみまし

た。あいにくの雨模様でしたが、みな一様に喜んで

くれ良い思い出となったことでしょう。

会務報告

みなさんこんにちは。昨日、今日のテレビ、新聞等

でご存知かと思いますが、8月5日に起きた南米チリ

の鉱山落盤事故において33人の作業員が地下600mの

場所に閉じこめられてしまいました。昨日からの救

出作業で全員無事に引き上げ作業が成功しました。

なんと69日ぶりの奇跡の生還です。33人全員が気温

35℃、湿度90%の密室の中69日の長期にわたり混乱

もなく耐えていたのはチリ人男性の気質だと言われ

会長挨拶

①会報受領クラブ

・多古ＲＣ

②ＰＧ白鳥様より会報送付のお礼状が届いておりま

す。

③ＲＩ第2790地区より千葉国体「ようこそ千葉へ」

のお迎えバッチ製作支援のお礼状が届いておりま

す。

④(社)発明協会会長豊田章様より少年少女発明クラ

ブ事業へのご支援のお礼状が届いております。

幹事報告



⑤ﾊｲﾗｲﾄよねやま128号（10月13日発行）が届いてお

ります。

⑥次回例会のお知らせ

・10/21(木)白鳥パストガバナーの卓話が予定され

ておりますので12：00より開始になります。よろし

くお願い致します。

委員会報告

◇ 職業奉仕委員会

　会員増強・退会防止委員会

　　　会員増強退会防止常任委員長　　冨　　一美

①もう少しお互いを知る必要がある。

②例会の時間だけでは、職業上の情報を交換する時

間が足りない。

③足りない時間を補う意味でも、別途に職業奉仕委

員会主催で、職業奉仕の勉強を中心に、職業懇談会

を定期的に行ってはどうか。

④例会前後の３０分間を大切にしたい。

⑤会員卓話を通じてもっとお互いを知り合いたい。

◇ Ｒ財団委員会

　　　　　　　　常任委員長　　内田　裕雄

先般行われたＲ財団常任委員会フォーラムに於いて

貴重な発言がありましたが、要点のみご報告いたし

ます。

【Ｒ財団寄付について】

10月の為替レート　１＄86円　特別寄付額86,000円

イ. 年次寄付

ロ. 恒久基金

ハ. 使途指定寄付（ポリオ・プラス等）

寄付される方の選択による

今期4名以上を目標とさせて頂きます。

尚、現時点で次の3名の方々にご協力を頂きました。

　　前川会員　河野会員　内田会員

【Ｒ米山記念奨学会寄付について】

普通寄付　前年通り会より年1名につき4,000円を目

◇ 奉仕プロジェクト委員会
　　　　　　常任委員長　　小林　定雄

ロータリー音楽祭について話し合いました。

　本日午後5時からロータリー音楽祭の打合せを行な

いますので、詳細については後日皆様にご報告いた

します。

◇ 地区国際奉仕委員会

　　　　　　　　　委員長　　菅井　直秀

①地区大会になるべく皆さん行くようにしましょう。

②模擬国連の実施について

・詳細については次回例会にて資料配布致します。

◇ クラブ広報委員会

　　　　　　　　常任委員長　　伊藤　元雄

クラブ広報委員会からの報告をいたします。先週の

フォーラムの中で出された案件について委員会を開

き話し合いました。

会報掲載の自己ＰＲ文章について内容と配布の方

法、掲載順序等を検討いたしました。内容について

は、今回先に私と越川忠会員の文章を掲載させてい

ただきましたので参考になれば幸いです。再来週ま

でに文章をまとめていただきメールもしくはＦＡＸ

にて事務所へお送りください。掲載順序につきまし

ては、会員番号上位1名と下位1名の会員を順次掲載

させていただきます。

また、ホームページの更新と内容についても言及い

たしまして今後は個人情報の考慮をしたホームペー

ジといたします。

ホームページと活動計画書の内容掲載については

フォーラムを開かせていただき会員相互で話し合っ

ていただきたいと思います。

標とします。前期・後期に分けて既に前期分2,000円

を振込みました。

特別寄付について　1名　100,000円で2名以上を目標

とさせて頂きます

　　森川会長よりご協力を頂きました。

厳しい経済背景の中でのご協力に感謝申し上げると

共に今一歩のご支援を頂ければ幸に存じます。

冨　一美会員　 　　/　　 　内田裕雄会員　 　　/　　 　小林定雄会員　 　　/　　 　菅井直秀会員　　 　/　　 　伊藤元雄会員



              職業奉仕委員会

　　　　　　　職業奉仕常任委員長　越川　博光

今日は、私が当クラブの職業奉仕委員会常任委員長

でありますのでお話をさせて頂きます。

先日の10月7日の例会に於いて、クラブフォーラム

を各テーブルごとに行ないました。

その中で私達のテーブルでは、入会間もない会員や

次期執行部に参加するような会員からも、自分達は

まだ他の会員の人達の事を何も知らない、知らな過

ぎるのでお互いにもっと知りたい、知り合える機会

を作ってほしいという発言があり私も「はっ」とさ

せられました。

当クラブで今一番必要とされているのはこういう事

ではないのか？と

今までの当クラブの例会では、たまたま隣り合わせ

の席に座った人、夜間例会や移動例会各委員会同士

などで話し合う事が出来る機会がある程度で、会員

同士のロータリークラブに対する考え方や各々の仕

事の内容や各々の家族構成や家族間の出来事や、

ロータリークラブの様々な知識等を話し合える機会

が、毎週例会で顔を合わせているのに非常に少ない

のが当成田空港南ロータリークラブの現状であると

思います。

少し前から菅井直秀会員が例会終了後に一人300円

のコーヒータイムを作り、冨士屋の下の食堂で話し

合いの機会を作って頂いたり、安藤会員が例会終了

後にロータリー事務所で仲間を誘い合って歓談をさ

れている事は非常に素晴しい事であり、こういう機

会を作る事こそが退会防止に役立つのではないので

しょうか。

当クラブに入会されている皆さんは全員、各々素晴

しい素質を持っているからこそ成田空港南ロータ

リークラブに入会されたのであり、お互いに相手の

会員卓話 良い所を少しでも見習い自分自身の中に吸収する事

こそロータリークラブに入会して良かった事であ

り、ロータリークラブに入会して高い年会費を支払

うメリットではないでしょうか。そういう機会を作

る為にも今日この例会終了後にクラブフォーラムを

行いたいと思いますので、少しの時間残って頂いて

お話をされて行かれればと思いますので、よろしく

お願い致します｡

私の知人のすすめで、ナポレオン・ヒルの「成功す

る秘訣」という本を少し読んで心に残る文章があり

ましたので、ぜひとも会員の皆さんに聞いて頂きた

いと思いますので朗読させて頂きます。

成功する人としない人の差は明確な目標を設定し、

紙に書くかどうかだ。

この事は現在活躍している起業家達の多くが彼らの

著書の中でも書いている。

明確な目標を設定し、紙に書く。誰にでも出来る事

なのに、なぜごくわずかな人しか実践していないの

だろうか？

実はここが最も重要なのだ。明確な目標を設定する

には自分自身の事を正確に把握する必要があるの

だ。

例えばあなたが道に迷ったとしよう。どこへ行きた

いのかを決めていても、今あなたがいる場所が分か

らなければ、目的地に向かって確信を持って進むこ

とが出来ないだろう。

この「確信を持って進む」事が成功の鍵と言えるの

だと思います。

という話なのですが、会員の皆様方も実践してみて

はいかがでしょうか？

次に本年度の職業奉仕委員会の事業計画の大きな柱

の一つである会員の自己紹介を常任委員長である私

から話させて頂きます。

生年月日は、昭和23年7月29日に君津郡中村中島565

番地に農家の長男として生れました。その後、町村

合併により中学2年の時に小糸町になり、今は君津市

中島565番地です。私が生まれた時は大人の手のひら

に乗る程の今で言えば未熟児だったそうです。そし

て地元の幼稚園、小学校、中学校と進み高校進学の

時期になりました。中学時代部活は写真部とバレー

部でしたが、将来の自分の職業を選択するに当り

様々な問題が出てきました。

職業奉仕委員による卓話



例会日 会員数 出席

10月14日 42 30

MU ％

9 92.8

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★

出席報告

本日計 　 12,000円

累　計   291,000円

菅井直秀君

　　…今日も良いお天気になりました

越川博光君

　　…卓話をさせていただきありがとうございま

した

前川成吉君

　　…地曳網楽しかった

森川忠君・橋本貴志君

　　…先週欠席させていただきました

河野和夫君

　　…叙々園に感激いたしました（白い物がでて

　　　きました）

行木英夫君・伊藤元雄君

　　…広報委員会ご苦労様でした

青柳誠君

　　…いいお天気ですね

土屋俊夫君

　　…平城京1300年に行って来ました

安藤卓造君

　　…風邪がひどくならずにすみました

ニコニコボックス生家は代々農家であり、私のおじいさんは戦後の食

糧事情の悪い中、何年間もお米を百俵供出したと、

お酒を飲む度に自慢しておりました。

又、おばあちゃんは農業のかたわら、副業として実

験用動物としてのマウスやラットなどを飼育してお

り、私が学生時代はおこずかいをたくさん頂き助か

りました。

101才まで長生きをして千葉県知事からも表彰され

ました。

その様な家庭で育てられた私は、家族達からは農業

に従事しながら学校の先生か公務員になって欲し

かったのでしょうが、自分の性格からしてそれは無

理なことであり、私はイラストレーターかグラ

フィックデザイナーみたいな仕事をしたかったので

すが、当時は君津小糸町の田舎に住むつもりでした

ので、デザイン関係の仕事では田舎では無理だと思

い設計士になる事に決めました。中学2年の時でし

た。

その為には普通高校から建築学科のある大学に進む

事を決意しました。

県立木更津高校に入り、勉学は地理や日本史等の社

会科や国語は一生懸命勉強したのですが、数学や理

科、英語等は嫌いで殆んど勉強しなかったので理数

科系の大学に進学するのは大変でした。

何とか日本大学理工学部建築学科に入学したので、

単位だけ取得出来れば良いと考え、社会勉強と生活

の為にアルバイトに勤しむ4年間でした。夏休み等

帰省している時は土方、東京では運送会社の荷物仕

分け、魚屋さんの呼び込み、レストランのウエイ

ターやカウンターの中でのバーテンダー、ガソリン

スタンドの店員等充実した4年間でした。

大学時代は部活も美術部に所属し油絵をたしなみ、

全日本学生油絵展などにも出品し入選した想い出も

あります。大学を卒業後は、地元の町長さんの口添

えで千葉県町村会建築研究所に入社して建築設計の

仕事を3年3ヶ月勤めました。非常にきびしい会社

で、現場監督等で建築業者等と接する時も、自弁当

で遠い現場からの帰りも必ず事務所に戻り、仕事中

は私語厳禁、禁煙等、大変でした。

しかしこの大変な3年3ヶ月の辛抱我慢が役に立ち、

仕事上であればどんなに大変な事でも大丈夫でし

た。当時の平山所長さんにはそういう意味で大変感

謝致しております。ここまでが私の第一の人生で

す。


